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〈マーケットレポートNo.4,418〉 

2015年 9月 9日 豪ドルの足元の状況と今後の見通し（9月） 
2015年 9月 1日 豪中銀、4会合連続の政策金利据え置き 
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民間消費の拡大を支えに緩やかな回復を持続 

■景気は、輸出、設備投資の低迷を民間消費、住宅
投資の堅調さが補い、緩やかな回復が持続する見
通しです。雇用環境は、企業景況感の改善などから、
良好な状況が続くと予想されます。 

景気は緩やかな回復を持続、豪ドルは徐々に底堅い推移へ 

■2015年4-6月期の実質GDP成長率は、前期比
＋0.2％となり、1-3月期の同＋0.9％から減速しま
した。鉄鉱石や石炭等の資源輸出の大幅な減少と、
それによる設備投資の低迷が主因です。 

■他方、良好な雇用環境を背景に民間消費は拡大
を持続しました。民間消費は、7月も小売売上高が
前年比＋4.2％になるなど、堅調を維持しています。 

4-6月期の成長率は鈍化 
輸出の不振を消費がカバー 

■4-6月期の消費者物価指数は、前期から伸び率が
高まりました。ただ、水準は豪州準備銀行（RBA）
の物価目標を下回っています。今後も、賃金上昇
率や原油価格が低位にあることから、安定的に推移
する見込みです。 

■RBAは、9月1日の会合で、政策金利を2.0％に据
え置きました。4会合連続の据え置きです。緩やかな
景気回復と低インフレの持続により、過去最低の政
策金利は当面据え置かれそうです。 

物価は低位で安定 
政策金利は4会合連続据え置き 

最近の指標から見る豪州経済(2015年9月） 

（注）データ期間は2014年1-3月期～2015年4-6月期。 
（出所）Datastreamのデータを基に三井住友アセットマネジメント作成  
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（注）消費者物価指数は2010年1-3月期～2015年4-6月期。 
      政策金利は2010年3月31日～2015年9月15日。 
（出所）Bloomberg L.P.のデータを基に三井住友アセットマネジメント作成 

■インフレは、失業率が高水準なことや資源価格の
下落などから当面低位で推移する見込みです。 

■豪ドルの対円レートは、豪州の景気回復の持続
見通し等から、底堅い推移が予想されます。 

http://www.smam-jp.com/market/report/marketreport/1248500_1951.html
http://www.smam-jp.com/market/report/marketreport/1248320_1951.html
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